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【内容に関する問い合わせ先】京都国際マンガミュージアム　
　　　 TEL：075-254-7414　FAX ：075-254-7424

富士見
大通り入り口

【会場】横手市ふれあいセンター 
　　　  かまくら館  2階  多目的ホール
          　  〒013-0023秋田県横手市中央町 8番 12号
           　 TEL：0182-33-7111　FAX：0182-33-7113
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　マンガが公的な文化として社会的に重視さ
れている現代にあって、近年、その〈原画〉（生
原稿）の価値にも注目が集まりつつあります。　
　しかしながら、戦後マンガ文化を支えてき
たマンガ家の逝去や出版不況の影響で、従来
の〈原画〉の保管基盤が、ここ数年急速に崩
壊しつつあります。また、海外と違って、日
本国内におけるマンガ原画の価値付けは定
まっているとは言えず、その結果、廃棄され
たり、海外を含め四散流出したりといった状
況を招く可能性が小さくありません。

　1995 年に創設された「横手市増田まんが美
術館」は、開館当初よりマンガ原画の収蔵に
力を入れ、近年は原画アーカイブを実践し、日
本におけるこの問題に関する議論をリードして
きた、最重要マンガ関連文化施設のひとつです。

　2019年 5月のリニューアルオープンにあたっ
ては、高まる収蔵需要に対応すべく、原画収容
点数を 70 万点に増やすなど、アーカイブ機能
をパワーアップさせます。
　さらには、全国のマンガ関連文化施設の、原
画問題の窓口として、「マンガ原画アーカイブ
センター（仮）」の併設も目指します。
　シンポジウムでは、この「アーカイブセン
ター」の実現に向けて、その可能性や問題点な
どについて、議論します。議論の具体的な素材
は、同事業に参加したマンガ関連文化施設等に
よる、原画アーカイブの実践報告です。

　また、東洋美術学校には、保存科学の観点か
ら、紙やペンなどのマンガ画材を化学的に調査・
分析した結果を発表してもらいます。


